
大
会
の
開
会
挨
拶
で
瀬
戸
副

委
員
長
は
「
23
春
闘
で
再
開
を

含
め
て
5
回
の
中
央
港
湾
団
交

と
そ
の
前
後
に
は
度
々
の
事
務

折
衝
を
重
ね
て
協
定
ま
で
来
ま

し
た
が
、
労
使
政
策
委
員
会
や

専
門
委
員
会
な
ど
本
来
、
精
力

的
に
こ
な
す
課
題
の
協
議
が
な

か
な
か
進
ま
な
い
状
況
で
は
あ

り
ま
し
た
。今
の
岸
田
政
権
は
、

防
衛
費
の
2
倍
確
保
に
向
け
て

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
交
通
費
や
退

職
金
ま
で
手
を
伸
ば
そ
う
と
し

て
い
ま
す
。
こ
の
暴
挙
を
絶
対

に
止
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
今
定
期
大
会
で
は
港
湾
労

働
者
の
安
全
・
安
心
の
港
湾
労

働
確
立
に
向
け
て
忌
憚
な
い
発

言
を
お
願
い
す
る
。
」
等
と
述

べ
議
長
団
を
選
出
し
た
。
資
格

審
査
報
告
で
は
、
代
議
員
定
数

1
2
3
名
の
内
、
1
2
1
名
出

席
で
大
会
の
成
立
を
確
認
し
、

中
央
執
行
委
員
、
大
会
役
員
、

来
賓
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
を
含
め

総
数
2
0
0
名
が
出
席
し
て
い

る
事
を
報
告
し
た
。

そ
の
後
、
真
島
中
央
執
行
委

員
長
が
挨
拶
を
行
い
、
こ
く
み

ん
共
済
か
ら
連
帯
の
挨
拶
を
受

け
た
。
（
な
お
、
Ｉ
Ｔ
Ｆ
東
京

事
務
所
瀧
代
表
か
ら
は
、
2
日

目
の
冒
頭
に
挨
拶
を
受
け
た
。）

続
い
て
、
玉
田
書
記
長
が
議

案
の
提
案
を
行
っ
た
。

質
疑
応
答
で
は
、
20
名
の
代

議
員
か
ら
発
言
が
あ
り
、
原
案

を
支
持
・
補
強
す
る
立
場
か
ら
、

本
船
揚
貨
装
置
の
事
故
に
対
す

る
安
全
問
題
、石
炭
荷
役
問
題
、

お
手
伝
い
特
例

に
つ
い
て
、
適

正
料
金
問
題
、

指
定
事
業
体
問

題
、
大
阪
カ
ジ

ノ
反
対
署
名
へ

の
支
援
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
っ

た
。そ

の
後
、
真

島
中
央
執
行
委

員
長
の
総
括
答

弁
を
受
け
、
全

て
の
議
案
が
満

場
一
致
採
択
さ

れ
た
。

な
お
、
23
秋
年
末
中
央
行
動

は
、
23
年
11
月
14
日
（
火
）
か

ら
15
日
（
水
）
に
設
定
し
、
①

行
政
交
渉
、
ユ
ー
ザ
ー
要
請
や

船
主
協
会
、
荷
主
団
体
へ
の
申

し
入
れ
に
取
り
組
む
。
②
丸
の

内
デ
モ
を
実
行
し
、
社
会
的
な

ア
ピ
ー
ル
を
取
り
組
む
。
地
区

統
一
行
動
は
、
23
年
10
月
23
日

（
月
）
か
ら
11
月
8
日
（
水
）

を
統
一
行
動
ゾ
ー
ン
と
し
て
設

定
し
、
中
央
行
動
と
連
動
し
た

諸
課
題
と
地
区
独
自
の
課
題
も

掲
げ
て
取
り
組
む
と
し
て
い
ま

す
。

ま
た
、
24
春
闘
方
針
と
産
別

春
闘
要
求
は
、
単
組
・
地
区
港

湾
の
機
関
会
議
や
学
習
会
な
ど

を
通
じ
て
、
積
極
的
に
要
求
を

汲
み
上
げ
、
た
た
か
い
方
と
要

求
を
同
時
に
検
討
し
「
産
別
統

一
要
求
」
と
「
産
別
統
一
行
動
」

を
軸
に
、
た
た
か
う
24
春
闘
を

構
築
す
る
準
備
を
進
め
、
要
求

を
汲
み
上
げ
る
と
と
も
に
、
24

春
闘
へ
の
機
運
を
高
め
、
た
た

か
い
を
組
織
し
て
い
く
観
点
か

ら「
24
春
闘
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト
」

を
取
り
組
む
。
ま
た
、
23
秋
闘

は
、
年
次
方
針
と
し
て
24
春
闘

を
見
通
し
た
取
り
組
み
方
針
を

提
起
し
て
お
り
、
そ
の
運
動
の

到
達
点
を
見
極
め
た
24
春
闘
の

た
た
か
い
方
を
整
理
す
る
。
カ

ン
パ
金
に
つ
い
て
は
、
組
合
員

一
人
5
0
0
円
と
す
る
。
第
16

回
中
央
委
員
会
は
、
24
年
2
月

6
日
（
火
）
か
ら
7
日
（
水
）

に
開
催
し
第
1
回
中
央
港
湾
団

交
と
要
求
書
提
出
は
、
24
年
2

月
14
日
（
水
）
を
念
頭
に
準
備

す
る
。

23
年
度
の
中
央
執
行
委
員
の

選
出
で
は
、
新
た
な
中
央
執
行

部
体
制
が
承
認
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
大
会
宣
言
と
特
別

決
議
を
満
場
一
致
で
採
択
さ

れ
、
竹
内
委
員
長
代
行
の
閉
会

挨
拶
を
受
け
、
最
後
に
真
島
委

員
長
の
「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
」

三
唱
で
締
め
く
く
っ
た
。（
尚
、

紙
面
の
都
合
上
、
特
別
決
議
に

つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ

い
。
又
、
新

執
行
部
体
制

は
、
次
月
号

に
掲
載
し
ま

す
。
）

全
国
港
湾
第
16
回
定
期
大
会
は
、
9
月
20
日
（
水
）
か
ら
21
日
（
木
）
に
か
け
て
、
豊
橋
市
「
シ
ー
パ
レ
ス
リ
ゾ
ー

ト
」
に
於
い
て
議
長
団
に
、
二
本
柳
英
樹
代
議
員
（
全
港
湾
）
、
上
村
翔
大
代
議
員
（
検
定
労
連
）
を
選
出
し
開
催
さ

れ
た
。

大
会
は
、
「
第
一
号
議
案
」
22
年
度
の
主
な
取
り
組
み
経
過
（
案
）
、
「
第
二
号
議
案
」
23
年
度
運
動
方
針
（
案
）
、

「
第
三
号
議
案
」
産
別
ス
ト
ラ
イ
キ
権
の
確
立
に
つ
い
て
（
案
）
、
「
第
四
号
議
案
」
規
約
（
旅
費
規
程
・
会
計
処
理

規
定
）
の
改
正
に
つ
い
て
（
案
）
、
「
第
5
号
議
案
」
22
年
度
決
算
報
告
／
監
査
報
告
／
23
年
度
予
算
（
案
）
、
23
年

秋
年
末
に
お
け
る
具
体
的
活
動
方
針
に
つ
い
て
（
案
）
及
び
23
年
度
中
央
執
行
委
員
の
選
出
と
大
会
宣
言
（
案
）
、
「
港

湾
を
兵
站
基
地
に
す
る
な
！
憲
法
改
悪
・
軍
事
費
と
軍
備
増
強
に
反
対
す
る
」
特
別
決
議
（
案
）
の
審
議
を
行
い
満
場

一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

2
年
連
続
で
中
央
港
湾
団
交

が
夏
以
降
迄
延
び
た
こ
と
に
関

し
て
は
お
詫
び
申
し
上
げ
た
い

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。し
か
し
、

中
小
企
業
で
構
成
さ
れ
て
い
る

全
国
港
湾
、
賃
金
労
働
条
件
を

担
保
す
る
に
は
検
証
作
業
は
必

要
な
取
り
組
み
で
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
ま
す
。
港
湾
春
闘
、

荷
主
、
船
会
社
、
膨
大
な
利
益

を
抱
え
て
い
る
荷
主
団
体
も
一

緒
に
な
っ
て
問
題
を
検
証
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題

が
あ
る
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。

今
大
会
の
新
し
い

運
動
方
針
案
を
慎
重

に
議
論
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
が
、
多
く
の
中
小
企

業
が
集
ま
っ
て
い
る
中
で
春
闘

期
間
中
に
ケ
リ
を
つ
け
る
の
は

無
理
が
あ
る
と
私
は
認
識
し
て

お
り
ま
す
。
よ
っ
て
各
労
働
組

合
の
賃
上
げ
解
決
を
最
優
先
と

掲
げ
、
料
金
担
保
の
検
証
も
必

要
で
す
。
業
界
団
体
に
対
し
適

正
な
料
金
を
港
湾
労
働
者
に
支

払
い
、
適
正
料
金
収
受
を
早
め

に
実
現
さ
せ
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

次
に
中
央
港
湾
団
交
解
決
後

の
闘
争
体
制
確
立
の
問
題
が
あ

り
ま
す
。
検
証
作
業
や
各
種
専

門
委
員
会
の
協
議
を
前
進
さ
せ

る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
春
闘
解
決
後
の
万
が

一
の
対
策
と
し
て
年
間
ス
ト
権

を
担
保
に
慎
重
に
進
め
て
い
く

こ
と
に
つ
い
て
今
大
会
に
て
皆

さ
ん
と
議
論
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
中
央
港
湾
団
交
に
て

唯
一
よ
か
っ
た
と
思
う
こ
と
は

「
港
を
兵
站
基
地
に
す
る
な
」

と
い
う
思
い
を
日
港
協
の
人
も

崇
高
な
理
念
と
し
て
受
け
止
め

て
い
る
こ
と
で
す
。
か
つ
て
国

家
総
動
員
体
制
を
基
に
、
労
働

強
化
を
強
い
ら
れ
て
最
前
線
の

兵
站
基
地
と
し
て
港
湾
が
使
用

さ
れ
た
苦
い
経
験
が
ご
ざ
い
ま

す
。
日
米
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

お
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
が
い
ざ

戦
争
に
な
っ
た
場
合
、
日
本
の

港
湾
労
働
者
の
能
力
を
適
切
に

活
用
し
て
い
く
と
記
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
は
半
強
制
的
に

徴
用
さ
れ
る
も
の
と
危
惧
さ
れ

る
事
実
で
す
。

過
去
の
歴
史
を
繰
り
返
し
て

は
い
け
な
い
、
こ
の
理
念
を
業

界
団
体
と
し
て
も
異
論
の
余
地

は
な
い
と
議
事
確
認
し
た
こ
と

は
歴
史
的
な
大
き
な
事
実
で
あ

る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

今
多
く
の
業
界
が
働
き
手
不

足
、
労
働
者
不
足
に
も
が
い
て

お
り
ま
す
、
港
湾
労
働
事
業
は

深
刻
な
事
態
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
い
か
に
港
湾
労
働
者
の
魅

力
を
発
信
す
る
か
に
か
か
っ
て

お
り
ま
す
。
当
然
の
こ
と
な
が

ら
、
今
の
若
者
は
賃
金
だ
け
で

は
入
っ
て
き
ま
せ
ん
。

先
般
Ｉ
Ｌ
Ｗ
Ｕ
で
は
労
使
協

定
で
妥
結
さ
れ
、
平
均
の
年
俸

の
19
％
引
き
上
げ
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
日
本
も
賃
上
げ
が
必
要

で
す
が
一
気
に
賃
金
が
跳
ね
上

が
る
か
、
高
収
入
と
な
る
か
疑

問
が
つ
き
ま
す
。

港
湾
労
働
者
の
条
件
も
並
行

し
て
改
善
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
港
湾

労
働
者
も
含
め
土
日
も
休
み
で

な
い
産
業
が
多
々
ご
ざ
い
ま

す
。
と
は
い
え
、
安
易
に
自
動

化
に
頼
る
こ
と
な
く
、
ま
ず
は

基
準
内
賃
金
に
て
確
実
に
休
み

に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
様
々
な
問
題
が

多
々
ご
ざ
い
ま
す
が
今
大
会
を

通
し
て
様
々
議
論
し
て
い
け
た

ら
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

首
相
が
新
し

い
資
本
主
義
実

現
会
議
で
、
最

低
賃
金
の
目
標

を
1
5
0
0
円

に
す
る
と
宣
言

し
た
▼
首
相
は

『
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
食
糧
品
価
格

が
高
騰
す
る
中
で
、
内
需
主
導

の
経
済
成
長
を
実
現
し
て
い
く

た
め
に
は
賃
上
げ
が
当
た
り
前

と
な
る
経
済
、投
資
促
進
が
鍵
』

と
述
べ
て
い
た
。
最
低
賃
金
の

抜
本
的
引
き
上
げ
は
地
方
経
済

の
活
性
化
に
繋
が
る
と
、
粘
り

強
く
主
張
し
て
き
た
労
働
組
合

や
市
民
運
動
が
実
を
結
び
始
め

た
と
言
え
る
。
し
か
し
、
1
5

0
0
円
の
到
達
時
期
を
『
2
0

3
0
年
半
ば
』
と
し
て
い
る
こ

と
は
遅
す
ぎ
る
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
。
米
国
で
は
、
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
州
な
ど
の
州
で
既
に

15
ド
ル
に
到
達
し
て
い
る
。
欧

州
の
先
進
各
国
で
も
そ
の
水
準

に
達
し
て
い
る
事
実
が
あ
る
。

こ
れ
か
ら
先
12
年
後
だ
と
、
さ

ら
に
遅
れ
を
取
っ
て
し
ま
う
▼

ま
た
、
実
質
賃
金
の
点
で
も
不

十
分
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

今
年
の
最
賃
改
定
率
は
4
・
3

％
で
、
7
月
の
物
価
上
昇
率
の

3
・
9
％
を
わ
ず
か
に
上
回
る

程
度
だ
っ
た
。
生
活
を
大
き
く

改
善
さ
せ
る
引
き
上
げ
と
は
言

え
な
い
。
首
相
の
計
画
は
、
40

円
程
度
引
き
上
げ
る
構
想
だ

が
、
物
価
上
昇
が
今
後
も
続
く

と
す
れ
ば
毎
年
40
円
程
度
の
引

上
げ
で
は
十
分
と
は
言
え
な

い
。
新
し
い
資
本
主
義
実
現
会

議
の
中
で
、委
員
の
一
人
が『
5

年
で
1
5
0
0
円
』
と
主
張
し

た
よ
う
に
、
思
い
切
っ
た
政
策

を
実
行
す
る
こ
と
が
必
要
で
は

な
い
か
と
思
う
。
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